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リスクコミュニケーション実施
に向けて

化学物質アドバイザー

中山克義

平成20年12月4日
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自己紹介自己紹介

千葉県松戸市出身

化学系修士課程終了

石油開発会社 技術研究所 15年勤務

主に環境に係る各種分析及び調査業務を担当

 ＩＳＯ14001取得や環境法規など社内講師を経験

関連資格：環境計量士、公害防止管理者、危険物取
扱者甲種、Ｘ線作業主任者他

★自分の専門知識や経験を社会に役立てたい。

 ２００３年 化学物質アドバイザーに登録

活動実績：勉強・講演会講師8件、インタープリタ3件
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本日の構成本日の構成

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望
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1-1制度誕生の背景1-1制度誕生の背景

私達の安全・安心の確保には、

正確な情報の共有と

相互の意思疎通を図るための

コミュニケーションが必要

私達の安全・安心の確保には、

正確な情報の共有と

相互の意思疎通を図るための

コミュニケーションが必要

????
??

化学物質やその影響を正しく
理解することは難しい

化学物質やその影響を正しく
理解することは難しい
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1-2 PRTRとは
出典：「PRTRﾃﾞｰﾀを読み解くための市民ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」環境省

1-2 PRTRとは
出典：「PRTRﾃﾞｰﾀを読み解くための市民ｶﾞｲﾄﾞﾌﾞｯｸ」環境省

●Pollutant Release and Transfer Register
（環境汚染物質 排出 移動 登録）

化学物質排出把握管理促進法

コミュニケーション
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1-3 コミュニケーションの必要性1-3 コミュニケーションの必要性

環境汚染や漏洩事故
などの報道

EA21
有害化学物質に関する
情報公開の進展

市民の関心・不安市民の関心・不安

コミュニケーションの促進が必要不可欠コミュニケーションの促進が必要不可欠

ISO14001 ﾚｽﾎﾟﾝｼﾌﾞﾙ･ｹｱ

環境配慮促進法
ＰＲＴＲ法

環境ﾎﾙﾓﾝ

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ汚染

アスベスト問題

化学物質過敏症

土壌汚染

廃棄物不法投棄

ｼｯｸﾊｳｽ・ｼｯｸｽｸｰﾙ

CSR

地下水汚染
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1-4情報量のギャップを解消
する努力が必要

1-4情報量のギャップを解消
する努力が必要
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時間の経過

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

企業・行政企業・行政

情
報
量
の
ギ
ャ
ッ
プ

一般市民一般市民

情報を分かり易く加工
説明会などの実施
誠意ある説明

情報を分かり易く加工
説明会などの実施
誠意ある説明

環境リスクへの関心を持つ
情報の収集

説明会・勉強会などへの参加

環境リスクへの関心を持つ
情報の収集

説明会・勉強会などへの参加
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1-5 環境省における化学物質の
リスクコミュニケーションの取り組み

1-5 環境省における化学物質の
リスクコミュニケーションの取り組み

市 民

情報の整備

わかりやすい情報提供
（市民ガイドブックなど）

情
報
提
供

場の提供

対話の場
（化学物質と環境円卓会議）

参

加

対話の推進

化学物質アドバイザー

情報の解説

客観的中立的知見の提供
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1-6「場の提供」 化学物質と環境円卓会議1-6「場の提供」 化学物質と環境円卓会議

市民、産業、行政の代表により、化学物質に関
する情報の共有及び相互理解を促進する場とし
て２００１年１２月に設置し、定期的に開催中

市民、産業、行政の代表により、化学物質に関
する情報の共有及び相互理解を促進する場とし
て２００１年１２月に設置し、定期的に開催中

第１３回円卓会議の風景 （2005年3月2日 開催）

22回08/4/20東京：ﾀﾞｲｵｷｼﾝ
21回07/9/29九州：農薬
20回07/3/28東京：LCA
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1-7化学物質アドバイザーの目的1-7化学物質アドバイザーの目的

目的：

中立的立場から、化学物質やPRTR制
度などについて、わかりやすく解説する

利害関係者間のリスクに関する意見交
換の場で、相互理解を促進する

解説事例：

・化学物質全般に関する最新の知見

・化管法をはじめとする化学物質関連の法規

・化学物質のリスクの考え方・リスク評価

目的：

中立的立場から、化学物質やPRTR制
度などについて、わかりやすく解説する

利害関係者間のリスクに関する意見交
換の場で、相互理解を促進する

解説事例：

・化学物質全般に関する最新の知見

・化管法をはじめとする化学物質関連の法規

・化学物質のリスクの考え方・リスク評価
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1-8 応募要件と専門分野1-8 応募要件と専門分野

大学や大学院で化学系分野を専攻
上記知識を活かした社会経験が５年以上
対人コミュニケーションの能力がある
PC及びインターネット使用の知識と技術を持つ

大学や大学院で化学系分野を専攻
上記知識を活かした社会経験が５年以上
対人コミュニケーションの能力がある
PC及びインターネット使用の知識と技術を持つ

化学系企業
現役社員・OB、
薬剤師、行政職員、
NGOメンバー等

化学系企業
現役社員・OB、
薬剤師、行政職員、
NGOメンバー等

化学物質関連法規制

分析化学

人や生態系への影響

環境リスクとその評価方法

リスクコミュニケーション

化学物質関連法規制

分析化学

人や生態系への影響

環境リスクとその評価方法

リスクコミュニケーション

約４００人の応募の中から24人を選抜・登録約４００人の応募の中から24人を選抜・登録
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1-9市民の陥りやすい思い込みに注意1-9市民の陥りやすい思い込みに注意

化学物質は安全なものと危険なものに二

分できる

化学物質のリスクはゼロにできる

大きなマスメディアの情報は信頼できる

学者は、客観的にリスクを判断している

化学物質のリスクは科学的に解明されて

いる

化学物質は安全なものと危険なものに二

分できる

化学物質のリスクはゼロにできる

大きなマスメディアの情報は信頼できる

学者は、客観的にリスクを判断している

化学物質のリスクは科学的に解明されて

いる
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1-10やってはいけないこと1-10やってはいけないこと

安全か危険か、排出量を削減すべきかの判断

⇒合意形成は当事者間で行う

不明確な情報の提供⇒分からないことは「分からな

い」と明言し、その後のフォローの方法を提案する

一定の方向に議論の誘導や利害関係の調整

※誤った情報や理解を前提に議論が

進行した場合は進んで訂正する

安全か危険か、排出量を削減すべきかの判断

⇒合意形成は当事者間で行う

不明確な情報の提供⇒分からないことは「分からな

い」と明言し、その後のフォローの方法を提案する

一定の方向に議論の誘導や利害関係の調整

※誤った情報や理解を前提に議論が

進行した場合は進んで訂正する

危険
安全
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●講演会、勉強会の講師

・行政主催の「市民向けｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」 「事業者向けPRTR説
明会」等

・企業の社内向け研修会

・市民グループの勉強会

●リスクコミュニケーションの解説者

・ 企業と市民の意見交換、

情報共有に基づく相互理解の場へ、

インタープリター(解説者)として参加

●講演会、勉強会の講師

・行政主催の「市民向けｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ」 「事業者向けPRTR説
明会」等

・企業の社内向け研修会

・市民グループの勉強会

●リスクコミュニケーションの解説者

・ 企業と市民の意見交換、

情報共有に基づく相互理解の場へ、

インタープリター(解説者)として参加

1-11化学物質アドバイザーの活動1-11化学物質アドバイザーの活動
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1-12 これまでの派遣実績1-12 これまでの派遣実績

※１ 平成20年11月7日までに派遣が確定した案件数（派遣回数）。
※２ １案件１回の派遣で、講師とインタープリターを同時に依頼された案件が含まれる。
※３ １案件複数回の派遣で、各回別々に講師とインタープリターを依頼された案件が含まれる。

※２ ※３ ※３
226

(277)

29

(36)

32

(43)

39

(50)

48

(55)

38

(42)

40

(51)
合 計

44

(45)

7

(7)

8

(8)

13

(13)

13

(14)

2

(2)

1

(1)
インタープリター

3

(3)

1 

(1)

002

(2)

00
パネラー

183

(230)

21

(28)

24

(35)

28

(37)

34

(39)

36

(40)

40

(51)
勉強会等講師

H20H19H18H17H16H15
合計

派遣案件数（派遣回数）
派遣種別 ※１
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2-1 秦野市民向け“化学物質に関する勉
強会”講師の事例の概要

2-1 秦野市民向け“化学物質に関する勉
強会”講師の事例の概要

日時：平成16年3月14日(日) 10：15-12：00

場所：秦野市市民活動サポートセンター

主催＆対象：生協コープかながわ理事の方を
中心とする環境グループ⇒地球温暖化防止推
進の活動を実施し、環境への意識が高い。

日時：平成16年3月14日(日) 10：15-12：00

場所：秦野市市民活動サポートセンター

主催＆対象：生協コープかながわ理事の方を
中心とする環境グループ⇒地球温暖化防止推
進の活動を実施し、環境への意識が高い。

講演依頼の背景

湧水「弘法の清水」のﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ等の汚染
があり、平成16年1月に名水復活宣言をした。

講演依頼の背景

湧水「弘法の清水」のﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝ等の汚染
があり、平成16年1月に名水復活宣言をした。
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Q1.テトラクロロエチレンは、PRTRで大気系へ100％排
出とあるが、地下水汚染が起きたのはなぜか？

A1.湧水の汚染は、未規制の時代に土壌などへの蓄積に
よって生じた。RPTRは、環境全体への排出を把握した
ものであり、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝは、その性質から大気へ排
出が主である。この、排出がすぐに地下水汚染の原因
にはならない。

Q2.防虫剤や洗剤が家庭から排出が多いことに対し、ど
のように対応すべきか？

A2.各使用方法を確認し、適正使用量で使うことを心がけ
てください。

Q1.テトラクロロエチレンは、PRTRで大気系へ100％排
出とあるが、地下水汚染が起きたのはなぜか？

A1.湧水の汚染は、未規制の時代に土壌などへの蓄積に
よって生じた。RPTRは、環境全体への排出を把握した
ものであり、ﾃﾄﾗｸﾛﾛｴﾁﾚﾝは、その性質から大気へ排
出が主である。この、排出がすぐに地下水汚染の原因
にはならない。

Q2.防虫剤や洗剤が家庭から排出が多いことに対し、ど
のように対応すべきか？

A2.各使用方法を確認し、適正使用量で使うことを心がけ
てください。

2-2 参加者からの質疑応答2-2 参加者からの質疑応答
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2-3化学物質のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾐﾅｰの概要2-3化学物質のﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｾﾐﾅｰの概要

●主催者：栃木県 生活環境部 環境管理課

●聴衆の属性：一般県民及びＮＰＯ

●依頼内容：化学物質のリスクコミュニケーションの普
及・啓発のための講習会

●講演日・会場・人数：

平成17年2月1日(火)13:30~16:00(講演時間90分)

宇都宮市総合コミュニティセンター大会議室

100名の募集に対し50名弱の参加があった

●主催者：栃木県 生活環境部 環境管理課

●聴衆の属性：一般県民及びＮＰＯ

●依頼内容：化学物質のリスクコミュニケーションの普
及・啓発のための講習会

●講演日・会場・人数：

平成17年2月1日(火)13:30~16:00(講演時間90分)

宇都宮市総合コミュニティセンター大会議室

100名の募集に対し50名弱の参加があった
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2-4参加者の反応2-4参加者の反応

Q1.近所の公園に除草剤が撒かれているのをやめさ
せられないか？むやみに撒かれる農薬の影響が
心配です。

Q2.農薬や洗剤などもっと身近な話題提供を？有機
リン系の農薬について知りたい？

Q3.近くの工場の土壌が心配です。

※化学物質に対して強いマイナスの固定観念を持
つ参加者の日常の苦情・要望の発言が多く、返
答に困った。

Q1.近所の公園に除草剤が撒かれているのをやめさ
せられないか？むやみに撒かれる農薬の影響が
心配です。

Q2.農薬や洗剤などもっと身近な話題提供を？有機
リン系の農薬について知りたい？

Q3.近くの工場の土壌が心配です。

※化学物質に対して強いマイナスの固定観念を持
つ参加者の日常の苦情・要望の発言が多く、返
答に困った。
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4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ
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3-1 インタープリターとしての派遣実績3-1 インタープリターとしての派遣実績

※１ 平成20年7月7日までに派遣が確定した案件数（派遣回数） 。
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2

(2)

3

(3)

3
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4
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0事業者独自事業
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5

(5)

9

(9)

8

(8)

1

(1)

1

(1)自治体モデル事業

H20H19H18H17H16H15
合計

派遣案件数（派遣回数）
派遣種別 ※１
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3-2 自治体モデル事業の目的3-2 自治体モデル事業の目的

自治体が化学物質による

環境リスク低減の手段として

リスクコミュニケーションを

推進するため、

モデル的にリスクコミュニケ-
ションを実施し、

その結果を広く公表して

普及啓発に役立てる

自治体が化学物質による

環境リスク低減の手段として

リスクコミュニケーションを

推進するため、

モデル的にリスクコミュニケ-
ションを実施し、

その結果を広く公表して

普及啓発に役立てる

24

3-3 モデル事業の種類(n=29)3-3 モデル事業の種類(n=29)

【特定事業所開催】 ２1件
特定の事業所の協力を得て、周辺住民参加のもと、取組説明、工場見学、
意見交換を主としたコミュニケーションを実施。

【特定地域開催】 ５件
特定地域において、地域内の事業者や住民参加のもと地域の化学物質管
理について情報共有や意見交換を主としたコミュニケーションを実施。

【合同開催】 １件
公民館等に幅広く市民を集め、複数の事業所が順に取組説明と意見交換
を行っていく合同のコミュニケーションを実施。

【ロールプレイング】 ２件
特定（または架空）の事業所の取組やデータをベースにシナリオを作成し、
ロールプレイング形式のコミュニケーションを紹介。

【特定事業所開催】 ２1件
特定の事業所の協力を得て、周辺住民参加のもと、取組説明、工場見学、
意見交換を主としたコミュニケーションを実施。

【特定地域開催】 ５件
特定地域において、地域内の事業者や住民参加のもと地域の化学物質管
理について情報共有や意見交換を主としたコミュニケーションを実施。

【合同開催】 １件
公民館等に幅広く市民を集め、複数の事業所が順に取組説明と意見交換
を行っていく合同のコミュニケーションを実施。

【ロールプレイング】 ２件
特定（または架空）の事業所の取組やデータをベースにシナリオを作成し、
ロールプレイング形式のコミュニケーションを紹介。
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3-4 特定事業所開催モデル事業の特徴3-4 特定事業所開催モデル事業の特徴

①化学物質アドバイザーだけでなくファシリテーターの紹介
をアドバイザー事務局に依頼してくるケースが多い。

②傍聴者を広く募集して大掛かりな会合になりやすい。

③参加者が自治体の推薦などにより立場も地域も幅広く、
地域に密着した議論にならないことがある。

④初めて地域とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行う事業者もあり、事業内容
の紹介、工場見学に時間を費やして、リスク情報が十分
に提供されないまま議論が終わることがある。

⑤参加者は、事業内容や緊急時対応、

工場から出入りする車や従業員のマ

ナーなどに関心をもっており、化学物質

に関する関心がないことがある。

①化学物質アドバイザーだけでなくファシリテーターの紹介
をアドバイザー事務局に依頼してくるケースが多い。

②傍聴者を広く募集して大掛かりな会合になりやすい。

③参加者が自治体の推薦などにより立場も地域も幅広く、
地域に密着した議論にならないことがある。

④初めて地域とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを行う事業者もあり、事業内容
の紹介、工場見学に時間を費やして、リスク情報が十分
に提供されないまま議論が終わることがある。

⑤参加者は、事業内容や緊急時対応、

工場から出入りする車や従業員のマ

ナーなどに関心をもっており、化学物質

に関する関心がないことがある。 26

3-5 モデル事業の典型的プログラム3-5 モデル事業の典型的プログラム

開 会 自治体代表及び事業者代表の挨拶開 会 自治体代表及び事業者代表の挨拶

趣旨説明 モデル事業の主旨、結果の取扱いの理由説明趣旨説明 モデル事業の主旨、結果の取扱いの理由説明

自己紹介 進行をファシリテーターにバトンタッチ

ケース１） 氏名と会議への期待等を紹介

ケース２） 氏名のみ紹介

自己紹介 進行をファシリテーターにバトンタッチ

ケース１） 氏名と会議への期待等を紹介

ケース２） 氏名のみ紹介

事業者取組説明 事業活動、環境への取組、地域貢献等を紹介事業者取組説明 事業活動、環境への取組、地域貢献等を紹介

工場見学 生産ラインと環境関連施設を中心に見学会工場見学 生産ラインと環境関連施設を中心に見学会

意見交換 意見交換のルールの確認

ケース１） 質問に一つ一つ答える
ケース２） 先に質問を吸い上げて、まとめて答える

意見交換 意見交換のルールの確認

ケース１） 質問に一つ一つ答える
ケース２） 先に質問を吸い上げて、まとめて答える

閉 会 終了後に効果測定のためアンケートを実施閉 会 終了後に効果測定のためアンケートを実施

27

3-6 ファイザー(株)名古屋工場及び地域懇談会の概要3-6 ファイザー(株)名古屋工場及び地域懇談会の概要

日時： ２００5年１０月25日（水）１４：００-１７：００（1時間延長）

場所：ファイザー(株) 名古屋工場会議室

（愛知県知多郡武豊町）

主催：ファイザー(株)名古屋工場、愛知県
協力：武豊町、（社）環境情報科学センター

形式：企業の日常的な化学物質のリスク管理や防災
対策に関する住民・企業・行政の対話集会

（円卓会議方式）

日時： ２００5年１０月25日（水）１４：００-１７：００（1時間延長）

場所：ファイザー(株) 名古屋工場会議室

（愛知県知多郡武豊町）

主催：ファイザー(株)名古屋工場、愛知県
協力：武豊町、（社）環境情報科学センター

形式：企業の日常的な化学物質のリスク管理や防災
対策に関する住民・企業・行政の対話集会

（円卓会議方式）

ファイザー(株)名古屋工場（愛知県知多郡武豊町）
設立年月：1967年（昭和42年）
生産品目：医薬用医薬品、一般医薬品、農産医薬品等

ファイザー(株)名古屋工場（愛知県知多郡武豊町）
設立年月：1967年（昭和42年）
生産品目：医薬用医薬品、一般医薬品、農産医薬品等

28

3-7 質疑応答・意見交換会の概要3-7 質疑応答・意見交換会の概要

参加者
ファシリテーター
化学物質アドバイザー
市民（武豊町民14名：町議2, 地域環境
保全委員3, 民生児童委員2, 社会づくり
運動委員1, 近隣区長等6 ）
企業（6名：工場4, 研究所2）
行政（4名：県2, 武豊町1, 知多事務所1）

質疑応答のポイント
事業者からの説明、工場見学での
質問はメモに留めてもらい、意見
交換会で発表。議論を活発化。

ふりかえりとわかちあい
全員が感想を話して成果を共有
終了後にアンケート実施（効果測定）
当日の議事やアンケート結果をまとめ、
後日、参加者全員に報告

参加者
ファシリテーター
化学物質アドバイザー
市民（武豊町民14名：町議2, 地域環境
保全委員3, 民生児童委員2, 社会づくり
運動委員1, 近隣区長等6 ）
企業（6名：工場4, 研究所2）
行政（4名：県2, 武豊町1, 知多事務所1）

質疑応答のポイント
事業者からの説明、工場見学での
質問はメモに留めてもらい、意見
交換会で発表。議論を活発化。

ふりかえりとわかちあい
全員が感想を話して成果を共有
終了後にアンケート実施（効果測定）
当日の議事やアンケート結果をまとめ、
後日、参加者全員に報告

町 民

行

政

会場レイ
アウト

ファシリテーター

アドバイザー

企

業

企

業

町

民

町

民

町

民
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民
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3-8中立的立場の進行役の有効性
(ファシリテーター)

3-8中立的立場の進行役の有効性
(ファシリテーター)

会議進行に必要なルールを決める。

必要に応じて、発言を分かりやすくまとめ
確認する。

関係のない質問、質問内容と異なる回答
が出た場合、整理訂正する。

会議の要点を整理し、課題などをまとめる。

会議の終了点をつかみ、次回の確認をす
る。

会議進行に必要なルールを決める。

必要に応じて、発言を分かりやすくまとめ
確認する。

関係のない質問、質問内容と異なる回答
が出た場合、整理訂正する。

会議の要点を整理し、課題などをまとめる。

会議の終了点をつかみ、次回の確認をす
る。

30

3-9自己紹介 兼 アイスブレイク（緊張緩和）3-9自己紹介 兼 アイスブレイク（緊張緩和）

★『化学物質』へのイメージ
・会場全体の化学物質へのイメージ
情報を共有

・ 「イメージギャップ」があることを体感

・ 「化学物質のことを語る場」である
という基調作り

★『懇談会に望むこと』
・ 各立場からのニーズを立体的に把握

・ ニーズを表明して参加意識を高める

★『化学物質』へのイメージ
・ 会場全体の化学物質へのイメージ
情報を共有

・ 「イメージギャップ」があることを体感

・ 「化学物質のことを語る場」である
という基調作り

★『懇談会に望むこと』
・ 各立場からのニーズを立体的に把握

・ ニーズを表明して参加意識を高める

（Ａ４版用紙）

『化学物質』へのイメージ

○○○○・・・

懇談会に望むこと

××××・・・
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3-10 「化学物質」と聴いて思う一言は？3-10 「化学物質」と聴いて思う一言は？

住民 ファイザー 行政 アドバイザー

シアン

正直

体にあまり良くない

空と緑

化ける

飯の種

多種多様

正体不明

無知識

できれば少なく
したいもの

難しい
薬 薬

薬品

薬薬品

ベンゼン

ニトログリセリン

硫酸

亀甲 亀甲

溶剤 酢
人工香料

調味料

親和図⇒情報の複雑さ・相関関係を視覚的に理解
計画立案、意思決定に向けた足がかりに。

親和図⇒情報の複雑さ・相関関係を視覚的に理解
計画立案、意思決定に向けた足がかりに。
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3-11 懇談会に望むこと-親和図3-11 懇談会に望むこと-親和図

会社の弱点

市民の考えを知る

本音を話し合う
素直な意見交換

住民 ファイザー 行政 アドバイザー

前進的な話し合い

理解を深める

耳を傾ける

薬について知る

正しい事を知りたい

化学を知る

分からない

爆発は起こらない？

学習の始めとする
会社の実態化学物質の

生態系への影響

化学を知る

仲良し

オープン

相互理解

市民は何を
知りたいの？

化学物質を
理解してほしい

知識を得たい

問題解決
理解を深める

話し合い
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3-12 住民の質問事例3-12 住民の質問事例
バイアグラとはどんな製品か？

苛性ソーダの処分方法は？

排水を海に流しているが公共下水道に流せないのか？

焼却灰の量と処分先は？廃棄物の処分方法は？

化学物質排出量の増加しているのはなぜか？

臭気の発生について？

過去の大気・水質基準超過事例の内容と対応策は？

ファイザー以外の工場についても懇談会を行う予定は？

バイアグラとはどんな製品か？

苛性ソーダの処分方法は？

排水を海に流しているが公共下水道に流せないのか？

焼却灰の量と処分先は？廃棄物の処分方法は？

化学物質排出量の増加しているのはなぜか？

臭気の発生について？

過去の大気・水質基準超過事例の内容と対応策は？

ファイザー以外の工場についても懇談会を行う予定は？

34

排出物についてよく管理されていることが理解できた。

懸命に化学物質管理に取り組んでいると思った。

•ファイザーの準備に意気込みを感じた。ファイザーが
身近に感じるようになった。

•排出の状況が理解できたので、少し安心した。

•必要最小限の物質を作るべきと思った。

今後とも厳重に管理して欲しい。

従業員の働く場所の見学したり、意見が聞きたかった。

時間の都合で最後まで参加できず残念だった。

排出物についてよく管理されていることが理解できた。

懸命に化学物質管理に取り組んでいると思った。

•ファイザーの準備に意気込みを感じた。ファイザーが
身近に感じるようになった。

•排出の状況が理解できたので、少し安心した。

•必要最小限の物質を作るべきと思った。

今後とも厳重に管理して欲しい。

従業員の働く場所の見学したり、意見が聞きたかった。

時間の都合で最後まで参加できず残念だった。

3-13住民の反応 参加した感想・得られた成果(n=12)3-13住民の反応 参加した感想・得られた成果(n=12)

35

3-15 アンケート結果3-15 アンケート結果

3

10

0 2 4 6 8 10

表 事業者に対する理解 （n=１３）表 事業者に対する理解 （n=１３）

非常に深まった

（人）

深まらなかった

0

6

7

0 2 4 6 8 （人）

表 次回の地域懇談会への参加意欲 （n=１３）表 次回の地域懇談会への参加意欲 （n=１３）

是非参加したい

時間があれば参加したい

もう参加したくない
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本日の構成本日の構成

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地案件

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地案件

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ
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●市民から依頼された場合のスタイル

苦情対応型：操業中の悪臭や土壌汚染等への周辺
住民の苦情に対応する形で事業者が説明会を開催。

新規立地型：工場を新規に立地する際に、

事業内容や周辺への影響等について

周辺住民から疑問や質問に対応する

形で事業者が説明会を開催。

●市民から依頼された場合のスタイル

苦情対応型：操業中の悪臭や土壌汚染等への周辺
住民の苦情に対応する形で事業者が説明会を開催。

新規立地型：工場を新規に立地する際に、

事業内容や周辺への影響等について

周辺住民から疑問や質問に対応する

形で事業者が説明会を開催。

4-1 市民から依頼された場合の目的4-1 市民から依頼された場合の目的

住民が、周辺の事業所において緊迫した問題が

あると考え、事業者から情報を得たり、意見交換を

するためにリスクコミュニケーションを実施する。

住民が、周辺の事業所において緊迫した問題が

あると考え、事業者から情報を得たり、意見交換を

するためにリスクコミュニケーションを実施する。
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4-2 市民から依頼された場合の特徴4-2 市民から依頼された場合の特徴

住民が、周辺の事業所において何らかの問題がある
いう認識のもとに、事業者から情報を得たり、意見交
換をするためにリスクコミュニケーションを希望する
ケースが多い。

事業活動に対する危機感・恐怖感が強く、苦情の申立
や事業活動の中止を求めているケースでは、住民は、
事業者やアドバイザーの言葉尻をとって、攻撃的な発
言をする。

問題が発生して長い間、事業者－住民間のコミュニ
ケーションが行っていなかったか、決定的な失敗があ
るケースが多い。

ファシリテーターが不在の会合では、感情的な意見が
出ると化学物質アドバイザーとして発言する機会がな
くなってしまうことがある。

住民が、周辺の事業所において何らかの問題がある
いう認識のもとに、事業者から情報を得たり、意見交
換をするためにリスクコミュニケーションを希望する
ケースが多い。

事業活動に対する危機感・恐怖感が強く、苦情の申立
や事業活動の中止を求めているケースでは、住民は、
事業者やアドバイザーの言葉尻をとって、攻撃的な発
言をする。

問題が発生して長い間、事業者－住民間のコミュニ
ケーションが行っていなかったか、決定的な失敗があ
るケースが多い。

ファシリテーターが不在の会合では、感情的な意見が
出ると化学物質アドバイザーとして発言する機会がな
くなってしまうことがある。
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4-3市民ｸﾞﾙｰﾌﾟ工場新規立地に係わる依頼概要4-3市民ｸﾞﾙｰﾌﾟ工場新規立地に係わる依頼概要

日時： ２００6年10月某日14：00-17:00

場所：依頼者(住民)宅

参加者：住民23名、Ａ社2名、化学物質アドバイ
ザー2名

交流会の流れ：

①Ａ社使用化学物質の情報提供(化学物質アドバイザー)

②芳香物質回覧・事前問合せ事項への回答

③フリーディスカッション（約2時間）

日時： ２００6年10月某日14：00-17:00

場所：依頼者(住民)宅

参加者：住民23名、Ａ社2名、化学物質アドバイ
ザー2名

交流会の流れ：

①Ａ社使用化学物質の情報提供(化学物質アドバイザー)

②芳香物質回覧・事前問合せ事項への回答

③フリーディスカッション（約2時間）
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4-5 住民と事業者の見解4-5 住民と事業者の見解

●リスコミ前の状況
住民：学校が多く、アレルギーの子供の家庭を含

み、子供への影響を懸念し、工場建設に反対。
Ａ社：国内の有害性に関連する法規制に該当する

化学物質を使用しないことから、人への影響
は無いとの考え。

●リスコミ前の状況
住民：学校が多く、アレルギーの子供の家庭を含
み、子供への影響を懸念し、工場建設に反対。

Ａ社：国内の有害性に関連する法規制に該当する
化学物質を使用しないことから、人への影響
は無いとの考え。

●Ａ社⇒第3者の立場で科学的な情報提供とアド
バイスのため化学物質アドバイザー同席の会合
を提案に、住民が承諾し、住民側から依頼

●Ａ社⇒第3者の立場で科学的な情報提供とアド
バイスのため化学物質アドバイザー同席の会合
を提案に、住民が承諾し、住民側から依頼
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4-7 化学物質の情報提供・芳香物質回覧4-7 化学物質の情報提供・芳香物質回覧

●Ａ社使用化学物質の情報提供

全製品の含有化学物質の用途、有害・危険性、
適応法令を解説

●芳香性物質を住民に回覧

Ａ社が揮発性の高い製品のサンプルを用意。

工場から発生可能性の臭気として住民が体験。

ほとんどが香料のため、臭気の不安は払拭。

●Ａ社使用化学物質の情報提供

全製品の含有化学物質の用途、有害・危険性、

適応法令を解説

●芳香性物質を住民に回覧

Ａ社が揮発性の高い製品のサンプルを用意。

工場から発生可能性の臭気として住民が体験。

ほとんどが香料のため、臭気の不安は払拭。
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今回の説明で、それほど危険はないかもしれないということは
分かったが、これまでのことを考えると信用できない。

法律上は建設許可があるのに、今まで建設を中断してくれたこと

には感謝しているが、やはり工場の建設はやめてほしい。

親会社の行政処分が多すぎる。

以前の会合で、住民との合意が無いまま危険な物質を工場に
持ち込まないという旨の覚書を交わした。今日のアドバイザー

の報告には接触性過敏症等の表現があり、我々が危険ではない
と思うまで持ち込めないはずだ。

工場で使用する物質の有害性に疑問がある、大量に生産できる

施設を予定しているなど、とても工場を許容できない。

今後、使用する薬品の量や品名が変わる可能性がある、長期摂

取の安全性情報がないことを考えると合意できない。

今回の説明で、それほど危険はないかもしれないということは

分かったが、これまでのことを考えると信用できない。

法律上は建設許可があるのに、今まで建設を中断してくれたこと

には感謝しているが、やはり工場の建設はやめてほしい。

親会社の行政処分が多すぎる。

以前の会合で、住民との合意が無いまま危険な物質を工場に

持ち込まないという旨の覚書を交わした。今日のアドバイザー
の報告には接触性過敏症等の表現があり、我々が危険ではない

と思うまで持ち込めないはずだ。

工場で使用する物質の有害性に疑問がある、大量に生産できる
施設を予定しているなど、とても工場を許容できない。

今後、使用する薬品の量や品名が変わる可能性がある、長期摂
取の安全性情報がないことを考えると合意できない。

4-12意見交換をふまえた住民の評価4-12意見交換をふまえた住民の評価
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4-13 その後の決着とアドバイザーの課題4-13その後の決着とアドバイザーの課題

Ａ社は、工場予定地を事務所兼倉庫として利用する。

中立的な情報を提供してもらったこと、結果として住民の意見が

尊重されたことに感謝している。

●アドバイザーとしての課題と事例の感想

「リスクゼロはない」と説明すると、「ある」と受け取られる

主な毒性・危険性として、食塩の急性毒性など数値を示すと、程
度に係わらず「毒がある」「危険がある」と思われてしまう

事業者の準備不足が主要因だが、ファシリテーター不在のた
め、住民が事業者が責められる姿をただ黙って見るしかない。

Ａ社が、いつまでも同じレベルで押し問答を繰り返すことで住民

が不信感を持っていた段階での意見交換の場であった。

Ａ社は、工場予定地を事務所兼倉庫として利用する。

中立的な情報を提供してもらったこと、結果として住民の意見が

尊重されたことに感謝している。

●アドバイザーとしての課題と事例の感想

「リスクゼロはない」と説明すると、「ある」と受け取られる

主な毒性・危険性として、食塩の急性毒性など数値を示すと、程

度に係わらず「毒がある」「危険がある」と思われてしまう

事業者の準備不足が主要因だが、ファシリテーター不在のた
め、住民が事業者が責められる姿をただ黙って見るしかない。

Ａ社が、いつまでも同じレベルで押し問答を繰り返すことで住民
が不信感を持っていた段階での意見交換の場であった。
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本日の構成本日の構成

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地案件

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地案件

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ
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6-1現状把握②6-1現状把握②5-1現状把握① (日ごろｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの現状)5-1現状把握① (日ごろｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの現状)

出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-2現状把握② (どんなｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに)5-2現状把握② (どんなｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに)

出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-13参加者を決める5-13参加者を決める5-3参加者とその役割5-3参加者とその役割

出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-4参加者を決める5-4参加者を決める

市民：

地域団体(学区や町内会)の代表、回覧やＨＰで参加者
を募集⇒地域に伝わりやすい

事業者：

環境保全、労働安全衛生、危険物管理、防災、相談対
応部署など

行政：

化学物質対策、各種公害規制・苦情、危険物管理の管
轄部署

会を円滑にするために：

ファシリテーター、インタープリター

市民：

地域団体(学区や町内会)の代表、回覧やＨＰで参加者
を募集⇒地域に伝わりやすい

事業者：

環境保全、労働安全衛生、危険物管理、防災、相談対
応部署など

行政：

化学物質対策、各種公害規制・苦情、危険物管理の管
轄部署

会を円滑にするために：

ファシリテーター、インタープリター
出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-5プログラムを決める(意見交換の前に)5-5プログラムを決める(意見交換の前に)

オリエンテーション：

目的と進め方の確認、自己紹介、参加者の期待
していることの確認。

工場概要・環境への取組の説明：

生産品・製造工程の説明、環境への取組(方針、
ﾃﾞｰﾀ、管理方法、事故時の対策など)
化学物質の解説：

化学物質のリスクの考え方、取り扱っている物質

工場見学：

実際に見てもらう。努力や問題点が伝わりやすい

意見交換

オリエンテーション：

目的と進め方の確認、自己紹介、参加者の期待
していることの確認。

工場概要・環境への取組の説明：
生産品・製造工程の説明、環境への取組(方針、
ﾃﾞｰﾀ、管理方法、事故時の対策など)
化学物質の解説：

化学物質のリスクの考え方、取り扱っている物質

工場見学：

実際に見てもらう。努力や問題点が伝わりやすい

意見交換
出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-6説明資料を作る①5-6説明資料を作る①

工場・製品の概要：

工場見学、意見交換でイメージしやすい。立地条
件により求められる環境対策も変わる。

環境方針・目標、製造工程・物質収支ﾌﾛｰ：

環境への取組を理解しやすく。

具体的な対策と削減効果：ﾘｽﾄや図、ｸﾞﾗﾌ。

ﾘｽｸに関する情報：基準値や周辺濃度との比較

参加者の関心の強い情報：

悪臭や騒音、緊急時の対応、従業員の健康管理

工場・製品の概要：

工場見学、意見交換でイメージしやすい。立地条
件により求められる環境対策も変わる。

環境方針・目標、製造工程・物質収支ﾌﾛｰ：

環境への取組を理解しやすく。

具体的な対策と削減効果：ﾘｽﾄや図、ｸﾞﾗﾌ。

ﾘｽｸに関する情報：基準値や周辺濃度との比較

参加者の関心の強い情報：

悪臭や騒音、緊急時の対応、従業員の健康管理
出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-7説明資料を作る②5-7説明資料を作る②

出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-8工場見学コースを決める5-8工場見学コースを決める

工場見学の例：

製造工程、環境設備、事故対策の設備

留意点：

ｸﾞﾙｰﾌﾟ分け：説明が伝わる人数。意見共有の工夫

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ：メモに残して意見交換の活発化。

安全対策：必要な安全器具や服装

参加者への配慮：

臭いが強い場所、音が大きい場所など、あらかじ
め伝えて参加者の健康を配慮する

工場見学の例：

製造工程、環境設備、事故対策の設備

留意点：

ｸﾞﾙｰﾌﾟ分け：説明が伝わる人数。意見共有の工夫

ｸﾘｯﾌﾟﾎﾞｰﾄﾞ：メモに残して意見交換の活発化。

安全対策：必要な安全器具や服装

参加者への配慮：

臭いが強い場所、音が大きい場所など、あらかじ
め伝えて参加者の健康を配慮する

出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-9円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのために①(会場配置)5-9円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのために①(会場配置)

できる限り参加者全員が顔が見える設置を心がける。

参加者の立場を分かりやすく席札や配置表を配る

ホワイトボードやプロジェクターを準備

参加者の許可をとってから、写真撮影や録音

できる限り参加者全員が顔が見える設置を心がける。

参加者の立場を分かりやすく席札や配置表を配る

ホワイトボードやプロジェクターを準備

参加者の許可をとってから、写真撮影や録音

出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-10円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのために②(ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ・ｸﾞﾗﾌｨｯｸの活用)5-10円滑なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝのために②(ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ・ｸﾞﾗﾌｨｯｸの活用)

グルーピング

参加者の意見を書いても
らって種類別に掲示、要
約して種類別に板書きす
る。

公開議事録

意見や返答を要約して板
書きする。最後の取り決
めに役立つ。

グルーピング

参加者の意見を書いても
らって種類別に掲示、要
約して種類別に板書きす
る。

公開議事録

意見や返答を要約して板
書きする。最後の取り決
めに役立つ。

出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-11説明の留意点5-11説明の留意点

物質の名称だけでなく、どんな物質か説明する。

専門用語は分かりやすく言い換える。

市民が過大な不安を持っていることに留意する。

化学物質の汚染を意味することは理解が難しい

⇒空気が汚れているなどの一般的な受け止め方を
大事にする。

工場のマイナス面も説明する。⇒いいことばかり
では悪い情報を隠していると疑われる可能性も。

できないこと、分からないことはその理由を説明

法律や基準を守っていることを強調しすぎない。

物質の名称だけでなく、どんな物質か説明する。

専門用語は分かりやすく言い換える。

市民が過大な不安を持っていることに留意する。

化学物質の汚染を意味することは理解が難しい

⇒空気が汚れているなどの一般的な受け止め方を
大事にする。

工場のマイナス面も説明する。⇒いいことばかり
では悪い情報を隠していると疑われる可能性も。

できないこと、分からないことはその理由を説明

法律や基準を守っていることを強調しすぎない。
出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-12実施後のとりまとめ5-12実施後のとりまとめ

情報の公開

説明内容や意見交換の概要、アンケート結果、当
日の様子

⇒地域への回覧、ホームページに掲載

取組の反映

得られた意見や情報をリスク低減策の優先順位
やその後のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに役立てる。

⇒反映例：

住民が不安に感じている対策を優先させる

地域への緊急時の連絡体制を見直す

情報の公開

説明内容や意見交換の概要、アンケート結果、当
日の様子

⇒地域への回覧、ホームページに掲載

取組の反映

得られた意見や情報をリスク低減策の優先順位
やその後のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝに役立てる。

⇒反映例：

住民が不安に感じている対策を優先させる

地域への緊急時の連絡体制を見直す
出典：なごや発化学物質のリスクコミュニケーションのすすめ
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5-13 ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実施手順例
出典：http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/risk-com/r_how.htm

5-13 ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実施手順例
出典：http://www.meti.go.jp/policy/chemical_management/law/risk-com/r_how.htm

事実・現状の把握 (化学物質、住民の懸念情報)

地域で信頼されている人や学者等との意見交換

目的・目標の設定(例：住民の不安解消)

相手の選定 (地域範囲を慎重に)

メッセージの作成とテスト (分かり易く明確で簡潔に)

方法の確認と会合の検討 (参加しやすく会合設定)

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの実施 (相手をパートナーと認識)

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの評価
(アンケートによる会合の見直し、参加者の意見のフィードバック)

事実・現状の把握 (化学物質、住民の懸念情報)

地域で信頼されている人や学者等との意見交換

目的・目標の設定(例：住民の不安解消)

相手の選定 (地域範囲を慎重に)

メッセージの作成とテスト (分かり易く明確で簡潔に)

方法の確認と会合の検討 (参加しやすく会合設定)

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの実施 (相手をパートナーと認識)

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの評価
(アンケートによる会合の見直し、参加者の意見のフィードバック)
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本日の構成本日の構成

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地案件

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ

1.化学物質アドバイザーとは -制度の概要 -

『活動事例の紹介』

2.化学物質勉強会事例 （秦野市民、栃木県民向け）

3.モデル事業型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ ファイザー(株)名古屋工場

4.市民依頼型ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 新規立地案件

『コミュニケーション実施に向けて』

5.リスクコミュニケーションの実施手順

6.リスクコミュニケーションの現状と展望

7.まとめ
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6-1 niteリスクコミュニケーションの実施状況
http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/kokunaijirei.html

6-1 niteリスクコミュニケーションの実施状況
http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/kokunaijirei.html

実施率31%
(189事業者)

Nite化学物質管理センター成果発表会資料2007 一部改変
60

6-2 通常のコミュニケーションの実施状況6-2 通常のコミュニケーションの実施状況

実施率92%
（553事業者）

Nite化学物質管理センター成果発表会資料2007 一部改変

通常のコミュニケーションも
環境情報開示や対話の要素の追加により
リスクコミュニケーションに展開が可能
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6-3 実施体制、協力者等6-3 実施体制、協力者等

－

13事例
(2.4%)

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ

14事例
(2.6%)

36事例
(6.6%)

行政

協力者あり

ｲﾝﾀﾌﾟﾘﾀ

行政

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ

ｲﾝﾀﾌﾟﾘﾀ

94事例
(17%)

376事例
(69%)

事業者

単独

－

13事例
(2.4%)

1事例
(0.2%)一社

－
複数社

合同

事業者一社での開催は全体の8割(439事例)
※複数社合同開催のうち、JRCC地域対話が83%(90事例)

行政共催で実施した事例は全体の12%(63事例)
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ、ｲﾝﾀﾌﾟﾘﾀの協力事例は全体の5%(27事例)

[n=547]

Nite化学物質管理センター成果発表会資料2007 一部改変
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6-4 事業者の要望
H18年度福島県「化学物質リスクコミュニケーションに関する事例発表・交流会」での、
参加事業者に対するniteアンケート

6-4 事業者の要望
H18年度福島県「化学物質リスクコミュニケーションに関する事例発表・交流会」での、
参加事業者に対するniteアンケート

Nite化学物質管理センター成果発表会資料2007 一部改変
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参考事例1 ＰＲＴＲ大賞
リスクコミュニケーション先進企業の事例

参考事例1 ＰＲＴＲ大賞
リスクコミュニケーション先進企業の事例

主催：環境情報科学ｾﾝﾀｰ

協力：行政, 各種学会, 日経ｴｺﾛｼﾞｰ他

目的及び主旨：以下の点で優れた成果
を挙げた企業を表彰

①化学物質の管理体制

②ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの活動状況

本年度大賞受賞⇒日東紡績(株)

64

参考1-1日東紡福島工場･第二工場
出典：http://www.nittobo.co.jp/enviro/index.htm

参考1-1日東紡福島工場･第二工場
出典：http://www.nittobo.co.jp/enviro/index.htm

製品：ガラスファイバー、ガラスクロス

地域住民は、自分達への影響を懸念

排出・蓄積量の測定法検討⇒LTP測定

LTP測定：石灰水に浸して乾燥させた濾紙を大
気中に放置し吸着したフッ素量を測定。

基準値はないが削減努力が明確に

測定値の提供は、最大/最小/平均値で
環境施設見学会(地元ﾌﾘｰﾍﾟﾊﾟｰ誌)
モニター委員会＋懇親会でヒアリング

製品：ガラスファイバー、ガラスクロス

地域住民は、自分達への影響を懸念

排出・蓄積量の測定法検討⇒LTP測定

LTP測定：石灰水に浸して乾燥させた濾紙を大
気中に放置し吸着したフッ素量を測定。

基準値はないが削減努力が明確に

測定値の提供は、最大/最小/平均値で
環境施設見学会(地元ﾌﾘｰﾍﾟﾊﾟｰ誌)
モニター委員会＋懇親会でヒアリング
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参考事例2 リスクコミュニケーション事例
化学物質アドバイザー関与

参考事例2 リスクコミュニケーション事例
化学物質アドバイザー関与

事例集のURL
http://www.env.go.jp/chemi/communication/taiwa/jisseki/jirei.html 66

参考3 NITE リスクコミュニケーション事例紹介
http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/kokunaijirei.html

参考3 NITE リスクコミュニケーション事例紹介
http://www.safe.nite.go.jp/management/risk/kokunaijirei.html
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6-5 まずは事務局にご相談ください6-5 まずは事務局にご相談ください

適切な化学物質アドバイザーを紹介します
現在派遣交通費を支給のサポートがある

適切な化学物質アドバイザーを紹介します
現在派遣交通費を支給のサポートがある

① 依頼したいことは？

講師の依頼でしょうか？インタープリターの依頼でしょうか？
目的、テーマ、参加者の属性などもお知らせください。

② 派遣を受ける合意ができてる？

関係者や参加者に、化学物質アドバイザーの派遣に合意して
もらえるか確認してください。

申し込み前に確認！

68

まとめまとめ
化学物質アドバイザーの活動事例を紹介
した。

今後、各事例の水平展開を図りながら、で
きることから進めていくことが先決です。

一緒に社会全体で化学物質のリスクの低
減を進めて行きましょう。

化学物質アドバイザーの活動事例を紹介
した。

今後、各事例の水平展開を図りながら、で
きることから進めていくことが先決です。

一緒に社会全体で化学物質のリスクの低
減を進めて行きましょう。

ご静聴ありがとうございました。ご静聴ありがとうございました。
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＜三井化学 シンボルマーク＞

コンセプト

「成長・力強さ」

「化学技術・革新」

「社会からの信頼」

Ｓｔｒｏｎｇ＆Ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ

2008年11月

三井化学（株）

名古屋工場概要

2

名古屋工場
袖ヶ浦センター

岩国大竹工場

下関三井化学㈱
本社(東京) 市原工場

大牟田工場

大阪工場

北海道三井化学㈱

社員 550名

協力会 400名

会社の概要

操業開始 1950年 11月

12,511人（07年度末連結）全社人員

17,867億円（07年度連結）売上高

1,032億円資本金

1997年10月設立
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名古屋工場の所在地

国道２３号線
（名四国道）

至四日市

至岡崎

国道１号線

Ｎ

4

工場全景
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三井化学㈱のリスクコミュニケーションの推進
工場の対応

１）対応部署

２）情報提供媒体

３）情報

４）ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの場

５）問合わせ時の対応

６）環境モニタリング

７）教育・訓練

総務・安全・環境部

ＲＣ情報を織込んだ広報誌等

化学物質の排出量、管理状況、ＲＣの取組み、

トピックス等

地域交流会、工場見学会、文書等による意見の

受入れ

適切な回答内容の検討・準備

工場敷地境界濃度の把握

ﾘｽｸｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの重要性を周知

本社の対応

１）ＲＣ報告書、ホームページ等による情報の発信
２）工場に対する必要な支援

6

２） 情報提供媒体
ＲＣ情報を織込んだ広報誌
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３）情報
化学物質の排出量、管理状況、ＲＣの取組み、トピックス等

・ＣＳＲ報告書・・・化学物質の排出量、管理状況、ＲＣ取組み

8

4）-1 コミュニケーションの場
地域交流会
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4）-2 コミュニケーションの場
工場見学会

10

4）-3 コミュニケーションの場
文章等による意見の受入
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６）環境モニタリング
工場敷地境界濃度の把握

• 有害物質測定（年２回）・・・毎年６月名古屋市に報告

測定場所 測定場所（詳細）

1 東 地下道南道路上

2 西 テント倉庫南側

3 南 中試験南林内

4 北 1000m
3
ホルダー西側（逆火防止器横）

5 東・東 危険物倉庫（サンコー事務所正門）

6 南東 社員東駐車場内東端

7 北東 保全ヤード　アケボノ産業作業場内

8 SP/N 地下水処理設備北

9 SP/S 中央排水溝東端

道路

食堂･教育室 テニスコート

倉庫 倉庫

用役課

農ﾋ゙倉庫

ＭＣＥＣ

沈殿
槽

活性汚泥

処理槽

旧塩置場

工務倉庫

ラ

イ
ト

ＮＰ

ﾐﾚｯ ｸｽ

ﾐ

ﾚ

ｯ
ｸ

ｽ

ﾊﾞﾚｯ ｸｽ

ＨＰ
Ｃ

変台

事

務
所

BP

A

ﾎﾞｲﾗｰ

中/生機
ポ

バ中

試

ｴ
ｽ
ﾎ

ﾟ
ｱ

ｰ
ﾙ

課

ＭＰＬﾊｲﾗｯﾌﾟ

南

Ｍ
Ｃ

－

Ａ
Ｎ

Ａ

Ｃ

研
究

２

号

中/生ウ

レ

カレン

ダー

マスキン

グ

ラップ荷

造

ハイラップ

Ａ

地下
道

ﾊｲﾌﾟﾚﾝ

BP

A

BP

A

BPA倉

庫

ＰＰ

Ｇ

ＰＰ
Ｇ

危
険

物

倉
庫

危

険
物

倉

庫

ネオフレックス

危険物屋外貯蔵所

グランド

三立運
輸

安全運

輸

駐車

場

駐車

場

農ビ倉

庫

大江川緑地 大江川緑地

国
道

２
３
号
線

敷地境界測定点

東

東東

南東

南

北
北東

ｓｐ/ｓ

西

12

工場敷地境界濃度測定記録

敷地境界濃度測定物質：ｱｸﾘﾛﾆﾄﾘﾙ,ｸﾛﾛﾎﾙﾑ,酸化ｴﾁﾚﾝ,ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ,ﾍﾞﾝｾﾞﾝ,ﾄﾙｴﾝ,ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

ｷｼﾚﾝ,ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ,ｼｸﾛﾍｷｻﾝ,酢酸ｴﾁﾙｴｽﾃﾙ,酢酸ﾌﾞﾁﾙｴｽﾃﾙ,ｽﾁﾚﾝ

ﾒﾁﾙｴﾁﾙｹﾄﾝ,ｲｿﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙ,酸化ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ,ﾒﾁﾙｱﾙｺｰﾙ

＊有害大気汚染物質・・・環境基準が定められている物質

1.6 0.1 5.2 13.7 東東

1.8 0.2 3.7 8.9 南東

1.5 <0.14.4 6.5 北東

1.7 <0.13.9 4.8 北μｇ／ｍ３

2.1 <0.16.5 6.3 南150

1.8 0.2 3.5 8.0 西環境基準

5.0 0.1 5.0 3.3 東ジクロロメタン

0.9 0.7 1.6 2.7 東東

1.1 0.6 1.1 1.3 南東

1.0 0.6 1.5 2.4 北東

0.9 0.6 1.1 1.5 北μｇ／ｍ３

0.8 0.6 1.1 2.4 南3

0.9 0.7 1.3 2.3 西環境基準

1.5 0.7 1.6 1.6 東ベンゼン

H20.9.22H20.2.13H19.9.13H19.2.7測定点測定物質

単位：μｇ/ｍ3測定方法：２４時間連続捕収


